


作
家
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
住
ん
で

七
年
あ
ま
り
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
遭
遇
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
年
が
経

っ
た
初
冬
に
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
の
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
新
作
を
携
え
て
帰
国
し
た

作
家
か
ら
、
話
を
聞
い
た
。

白
井
美
穂
み

お

は
、
七
歳
ま
で
京
都
の
東
山

で
育
っ
た
。
父
は
建
築
家
、
母
の
家
は
、

か
つ
て
古
美
術
商
を
営
ん
で
い
た
。
美
術

の
道
に
進
ん
だ
の
は
、
そ
う
し
た
環
境
か

ら
の
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
。
一
九
八

〇
年
代
の
初
め
、
藝
大
受
験
の
美
術
予
備

校
で
は
、
川
俣
正
、
保
科
豊
巳
、
関
口
敦

仁
た
ち
が
講
師
で
、
予
備
校
生
の
こ
ろ
か

ら
彼
ら
の
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展

を
み
て
影
響
を
受
け
た
。
八
二
年
、
東
京

藝
大
油
画
科
に
入
学
。
二
年
生
ま
で
は
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
授
業
に
従
っ
た
が
、
三
年

に
な
る
と
、
教
官
と
し
て
熱
心
に
学
生
を

挑
発
し
て
い
た
榎
倉
康
二
の
ま
わ
り
に
集

ま
る
「
榎
倉
軍
団
」
と
交
流
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
軍
団
」の
兄
貴
分
に
は
、
中
村

一
美
や
宮
島
達
男
な
ど
が
い
た
。「
身
体

で
覚
え
ろ
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
飲
み
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ミ
リ
タ
リ
ー
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
星
の
も
と
に

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
ケ
ン
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

1993年、成田空港・出発ロビーにて。ACC（アジアン・カルチュラル・
カウンシル）のスカラシップでニューヨークへ。それから3年後には、
〈ニューヨーカー〉になって日本と行き来しながら暮らしはじめた

1987

没落の日 1987 合板にアクリル絵具、油彩　273×410×60cm

「〈ニュー・ウェーヴ〉とよばれた

新世代のブームの時期、

立体にペインティングをして、

図と支持体のずれを見せる作品を

試みていました」



ど
を
仮
構
し
て
、
ミ
ニ
マ
ル
に
境
界
域
を
設

定
し
た
連
作
に
は
、
い
ず
れ
も
意
味
深
な

タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
た
。「
当
時（
八
〇

年
代
後
半
）ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

レ
デ
ィ
メ
イ
ド
や
フ
ァ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ

を
使
う
作
家
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
彼
ら

の
商
品
や
消
費
社
会
へ
の
批
判
と
い
う
傾

向
と
自
分
の
作
品
に
は
、
距
離
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
も
の
が
生
活
や
そ
の
用
途

か
ら
外
れ
て
、
別
な
文
脈
の
な
か
で
新
し

い
関
係
や
意
味
を
も
つ
こ
と
の
ほ
う
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
」。

藝
大
で
榎
倉
教
室
の
助
手
を
つ
と
め
た

後
、
九
三
年
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ（
ア
ジ
ア
ン
・
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
）の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
。「
河
原
温
さ
ん

や
荒
川
修
作
さ
ん
の
お
話
も
聞
き
ま
し

た
。
荒
川
さ
ん
に
は
、『
ア
ー
ト
な
ん
か
や

っ
て
な
い
で
、
人
類
を
救
え
！
』と
い
わ
れ

ま
し
た
」。

こ
の
滞
在
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
と
日
本
を
行
き
来
し
て
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。《
グ
リ
ー
ン
・
ル
ー
ム
》

（
一
九
九
四
）は
、
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
展
覧
会
に
参
加
し
た
と
き
の
作
品
。

十
四
人
の
作
家
が
六
週
間
、
会
場
で
生
活

し
な
が
ら
制
作
す
る
と
い
う
企
画
で
、
ゴ

ダ
ー
ル
の「
軽
蔑
」（
一
九
六
三
）の
ワ
ン
シ

ー
ン
の
セ
ッ
ト
を
作
り
、
そ
こ
で
暮
ら
し

た
。「
紙
粘
土
で
人
形
を
作
っ
て
並
べ
て
い

る
と
、『
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
？
』と
訊
か

れ
ま
し
た
」。

九
六
年
か
ら
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
居
住

し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
目
の
夏
に
、
乳
ガ

ン
が
発
見
さ
れ
た
。
す
で
に
リ
ン
パ
腺
に

転
移
し
て
い
て
、
危
険
な
状
態
だ
っ
た
。
手

術
後
の
放
射
線
と
抗
ガ
ン
剤
に
よ
る
治
療

の
あ
と
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
医
療
の
権
威
と

し
て
知
ら
れ
る
主
治
医
に
よ
る
食
事
や
ヨ

ー
ガ
、
瞑
想
を
取
り
入
れ
た
療
法
を
う
け

て
回
復
す
る
。

《
マ
ー
チ
》《
北
極
星
》（
と
も
に
二
〇
〇
三
）

は
、
五
年
ぶ
り
の
東
京
で
の
個
展
の
出
品

作
。
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
通
院
の

た
め
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
か
ら
引
っ
越
し
た

ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
で
、
事
件

の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
。「
日
本
か
ら

の
電
話
で
何
が
起
こ
っ
た
か
を
知
り
ま
し

た
。
や
が
て
煙
と
灰
に
つ
つ
ま
れ
る
と
、

電
話
も
不
通
に
な
っ
て
、
窓
か
ら
叫
び
な

が
ら
逃
げ
る
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
猫
た
ち
を
置
い
て
い
け
な
い
の
で
、
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に
行
く
と
絡
ま
れ
て
、
抽
象
的
に
追
い
つ

め
ら
れ
て
泣
か
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
」。

「
西
武
美
術
館
で
の
ヨ
ー
ゼ
フ
･
ボ
イ
ス

展（
一
九
八
四
年
）や
来
日
し
た
ボ
イ
ス
の

藝
大
で
の
講
演
会
、
ギ
ャ
ル
リ
ー
・
ワ
タ
リ

（
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
の
前
身
）の
ナ
ム
ジ
ュ

ン
・
パ
イ
ク
や
、
ロ
ー
リ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

に
は
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」。

《
没
落
の
日
》（
一
九
八
七
）は
、
在
学
中

に
銀
座
で
個
展
を
は
じ
め
た
こ
ろ
の
作

品
。
構
造
物
の
上
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
施

す
作
品
や
イ
メ
ー
ジ
を
空
間
に
展
開
す
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流
行
で
、「
ニ
ュ

ー
・
ウ
ェ
ー
ヴ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
に

ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
時
期
だ
っ
た
。

澤
美
香
、
平
林

薫
、
松
井
智
惠
と
い
っ
た
上
の
世
代
が
、

「
少
女
ア
ー
ト
」の
ブ
ー
ム
を
作
っ
て
い
た
。

変
化
は
早
く
八
〇
年
代
の
お
わ
り
に
な

る
と
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
浸
透
に
よ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ

ズ
ム
が
主
流
に
な
っ
た
。

《
永
い
休
息
／
立
入
禁
止
》（
一
九
八
九
）

は
、
最
初
の
企
画
に
よ
る
個
展
の
出
品

作
。
よ
く
展
示
場
な
ど
で
見
か
け
る
仕
切

り
用
の
柵
の
セ
ッ
ト
を
ち
が
っ
た
状
態
に

し
て
、
対
比
さ
せ
て
い
る
。
レ
デ
ィ
メ
イ
ド

に
見
え
る
ツ
ー
ル
は
、
手
作
り
。「
同
じ
オ

ブ
ジ
ェ
の
仕
様
が
少
し
変
わ
る
こ
と
で
、

『
限
定
』と『
無
限
』と
い
っ
た
対
極
の
意
味

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
の
作
品
は
、

社
会
の
な
か
で
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る
境

界
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
し
た
」。

《
前
へ
前
へ
と
バ
ッ
ク
す
る
》《
昨
日
は
今

日
を
後
悔
す
る
》《
一
時
停
止
》《
確
率
》…

…
。
真
鍮
や
合
板
で
ス
キ
ー
板
や
標
識
な

138

1989 「社会のシステムをつくる〈境界〉が問題でした。

観る者の意識の流れを意識して、作品の構造を考えました」

永い休息／立入禁止　1989 鉄、鉛、ロープ、コンクリート　100×150×150cm、142×30×100cm 撮影＝森岡純

グリーン・ルーム　1994 ミクストメディア

「反戦の絵は、絵日記のように描きました。ミニマルやコンセプチュアルでは、

全体が充たせないと感じて、また絵も描くようになりました」
2003
東京・代官山のヒルサイドギャラリーでの個展「ジョイ・オブ・ライフ／ Joie de Vivre」（2003年12月9―26日）より ＊
壁の絵画（左から右へ）――マーチ（メガフォン、3人、ド・ビルパン、既に、4人、ゲルニカ、2人） いずれも2003 キャンバスに油彩　
床のインスタレーション――北極星　2003 ミリタリー・ジャケット、布ほか　73×185×175cm
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観る者の意識の流れを意識して、作品の構造を考えました」

永い休息／立入禁止　1989 鉄、鉛、ロープ、コンクリート　100×150×150cm、142×30×100cm 撮影＝森岡純

グリーン・ルーム　1994 ミクストメディア

「反戦の絵は、絵日記のように描きました。ミニマルやコンセプチュアルでは、

全体が充たせないと感じて、また絵も描くようになりました」
2003
東京・代官山のヒルサイドギャラリーでの個展「ジョイ・オブ・ライフ／ Joie de Vivre」（2003年12月9―26日）より ＊
壁の絵画（左から右へ）――マーチ（メガフォン、3人、ド・ビルパン、既に、4人、ゲルニカ、2人） いずれも2003 キャンバスに油彩　
床のインスタレーション――北極星　2003 ミリタリー・ジャケット、布ほか　73×185×175cm



そ
の
ま
ま
留
ま
り
ま
し
た
。
数
か
月
は
死

体
を
焼
く
匂
い
が
し
て
、
夜
中
に
車
が
と

お
る
音
だ
け
で
も
爆
弾
か
と
お
も
っ
て
飛

び
起
き
ま
し
た
…
…
」。

「
新
作
の
絵
は
、
三
月
二
十
二
日
イ
ラ
ク

開
戦
直
後
の
反
戦
デ
モ
を
描
き
ま
し
た
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
二
十
万
人
が
埋
め
尽

く
し
ま
し
た
。《
北
極
星
》
は
、
正
十
二
面

体
の
星
を
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
再

構
築
し
ま
し
た
。
不
完
全
な
か
た
ち
な
の

は
、
爆
発
し
た
人
間
が
星
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
く
途
中
だ
か
ら
で
す
」。

ポ
ッ
プ
で
キ
ュ
ー
ト
な
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ

ム
に
覆
わ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
・

シ
ー
ン
に
も
、
七
〇
年
代
の
シ
リ
ア
ス
な

ア
ー
ト
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
出

て
き
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
二
日
後
に

は
、
潜
伏
中
の
フ
セ
イ
ン
拘
束
の
ニ
ュ
ー
ス

が
世
界
を
駈
け
め
ぐ
っ
た
。「
暗
黒
と
苦
痛

の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
の
声
明
と
と
も
に
…
…
。

（
二
〇
〇
三
年
十
二
月
十
二
日
、
東
京
・
代
官
山
の

ヒ
ル
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
取
材
）

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈
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しらい・みお 1962年京都生まれ。86年東京藝術大学美術学部油画科卒業、88年
同大学大学院美術研究科修了。91年第7回インド・トリエンナーレ日本代表。93年
ACC日米芸術家交換プログラムでニューヨークに滞在、96年以後は同地を拠点に活
動する。おもな個展に89年ヒルサイドギャラリー（東京）、92年SOKO東京画廊（東京）、
94年イースト・ウエスト・カルチュラル・スタディーズ（NY）、97年モダン・カルチャー（NY）、
90年以降ヒルサイドギャラリーで多数発表。おもなグループ展は89年｢ART TODAY｣
（高輪美術館［現・セゾン現代美術館、軽井沢］）、91年「ザ・サイレント・パッション」（栃
木県立美術館）、92-93年「ボランデ、ドピトヴァ、P･リスト、シライ」（シェドハーレ［スイス］、
プラハ市立美術館［チェコ］）、94年「レッツ・ザ・アーティスツ・ライヴ!」（イグジット・アート
［NY］）、「ファーレ立川アートプロジェクト」（東京）、96年「美術の内がわ／外がわ」（板
橋区立美術館［東京］）、「女性の肖像／日本現代美術の顔」（渋谷区立松濤美術館
［東京］）、00年「越後妻有アートトリエンナーレ2000」（新潟）など。

個展会場の前で。マンハッタンの家で同
時多発テロに遭ってから2年が経った。
右下に置かれているのは、ブロードウェ
イの反戦デモで使ったプラカード ＊




